
厚
労
省

財
務
省

第
七
十
六
回
定
期
大
会
で
決
定
さ
れ
た
活
動
方
針
を
受
け
、
令

和
三
年
度
の
組
織
拡
大
目
標
が
組
合
全
体
で
「
年
間
四
五
〇
名
」

に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
年
を
前
期
と
後
期
に
分
け
、
各
支
部
に

も
そ
れ
ぞ
れ
目
標
が
設
定
さ
れ
、
六
月
一
日
か
ら
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

■
六
年
連
続
純
増
中

昨
年
度
は
新
規
加
入
者
四
八

〇
名
と
な
り
、
年
間
拡
大
目
標

の
四
百
名
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、
脱
退
者
が
四
五
七
名
で
、

二
十
三
名
の
純
増
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
十

七
年
度
に
一
五
八
名
の
減
少
と

な
っ
た
以
降
、
翌
年
度
か
ら
は

増
勢
に
転
じ
、
平
成
二
十
八
年

度
は
五
十
一
名
の
増
、
二
十
九

年
度
は
三
十
二
名
、
三
十
年
度

は
六
十
七
名
、
令
和
元
年
度
は

二
十
九
名
の
増
と
な
っ
て
い
て
、

令
和
二
年
度
も
含
め
る
と
小
さ

な
歩
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
五

年
連
続
で
純
増
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
六
月
か
ら
九
月
末

現
在
の
加
入
者
数
と
脱
退
者
数

を
見
る
と
二
十
六
名
の
純
増
と

な
っ
て
い
て
、
市
南
支
部
、
東

長
崎
支
部
、
西
彼
支
部
、
大
村

支
部
、
島
原
支
部
、
平
戸
支
部

の
六
支
部
が
す
で
に
前
期
目
標

を
達
成
し
て
い
ま
す
。（
表
1

参
照
）

■
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

組
合
で
は
一
年
間
を
前
期
と

後
期
に
分
け
、
各
支
部
に
そ
れ

ぞ
れ
拡
大
目
標
を
設
定
し
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
徹
底
し
拡
大
行
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
、
第
一
回
本

部
執
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
未
加
入
者
情

報
の
収
集
は
組
合
員
宅
や
現
場

を
訪
問
す
る
な
ど
、
ふ
れ
あ
い

の
中
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

対
面
で
の
行
動
は
難
し
い
状
況

で
す
。
新
生
活
様
式
に
沿
っ
た
、

電
話
で
の
情
報
収
集
に
切
り
替

え
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
各
支
部
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
方
で
未
加
入
仲
間

の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
な
が
ら
、

新
加
入
者
の
拡
大
に
結
び
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
者
の
動
向

加
入
動
機
の
多
く
を
占
め
る

の
が
、
長
建
国
保
を
目
的
に
す

る
方
で
約
四
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
近
年
の
組
合
加
入

者
の
職
種
と
年
齢
を
見
た
と
き

に
、
最
も
感
じ
ら
れ
る
の
が
、

大
工
職
、
左
官
職
の
加
入
が
少

な
く
な
り
、
専
門
職
で
一
人
親

方
労
災
を
目
的
に
加
入
さ
れ
る

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
（
令
和
三
年
五
月
末

現
在
）
の
在
籍
組
合
員
の
年
齢

を
見
た
と
き
に
、
十
代
が
二
十

九
名
、
二
十
代
が
三
九
〇
名
、

三
十
代
が
七
五
四
名
、
四
十
代

が
一
三
六
一
名
、
五
十
代
が
一

二
〇
九
名
、
六
十
代
が
一
八
八

一
名
、
七
十
代
以
上
が
九
二
四

名
と
な
っ
て
い
て
、
建
設
業

界
・
組
合
組
織
の
高
齢
化
が
見

て
取
れ
ま
す
。（
グ
ラ
フ
1
参

照
）昨

年
（
令
和
二
年
度
中
）
の

加
入
者
を
年
齢
ベ
ー
ス
で
見
た

と
こ
ろ
十
代
が
三
十
六
名
、
二

十
代
が
一
二
八
名
、
三
十
代
が

一
〇
八
名
、
四
十
代
が
百
二
十

名
、
五
十
代
が
五
十
四
名
、
六

十
代
以
上
が
三
十
四
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
三
十
代
以
下
が
二

七
二
名
で
約
五
十
六
％
と
半
数

以
上
を
占
め
て
お
り
、
将
来
に

向
け
て
明
る
い
陽
射
し
も
差
し

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
2
参
照
）

現
状
、
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
組

合
運
動
を
進
め
る
上
で
は
、
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
の
声
を
内
外
へ
大
き
く

反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
組
織
拡

大
は
大
切
で
す
。
組
合
員
・
ご

家
族
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

九
月
十
八
日
㈯
〜
二
十
日
㈪

に
島
根
県
松
江
市
「
く
に
び
き

メ
ッ
セ
」
を
会
場
に
全
国
二
十

一
県
連
・
組
合
か
ら
四
十
五
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
青
年
技
能
競
技
大

会
は
、
青
年
技
能
者
に
努
力
目

標
を
与
え
る
と
共
に
、
技
能
が

尊
重
さ
れ
る
気
運
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
技
術
・
技
能
の
継
承
、

後
継
者
育
成
の
た
め
の
運
動
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
六
十
年
の
第
一
回
大
会
か
ら

今
年
の
第
三
十
七
回
大
会
ま
で
、

昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と

な
っ
た
第
三
十
六
回
大
会
以
外

は
全
て
開
催
さ
れ
て
い
て
、
今

回
は
感
染
対
策
を
徹
底
し
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
全
国
大
会
の

予
選
会
と
し
て
、
独
自
に
青
年

技
能
競
技
大
会
を
開
催
し
上
位

入
賞
者
を
代
表
と
し
て
決
定
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
六
月
に
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
選

手
の
確
保
が
で
き
ず
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
審
査
委
員

の
推
薦
を
受
け
る
か
た
ち
で
北

松
支
部
の
山
下
政
樹
さ
ん
が
建

設
長
崎
を
代
表
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

競
技
時
間
六
時
間
以
内
に
課

題
の
「
四
方
転
び
踏
み
台
」
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
大
会
で
の
入
賞
を
目
指
し
、

仕
事
の
後
の
夜
間
や
休
み
の
日

を
利
用
し
て
練
習
を
重
ね
、
本

番
で
は
見
事
に
時
間
内
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
レ
ベ
ル
も
高
く
強

者
ぞ
ろ
い
の
中
「
奨
励
賞
」
を

受
賞
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

金
賞
は
建
設
埼
玉
の
角
田
脩

一
さ
ん
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
、

国
土
交
通
大
臣
賞
、
島
根
県
知

事
賞
、
松
江
市
長
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

若
い
大
工
職
の
入
職
が
少
な

い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
参
加
者
で
予
選
会
を
開
催
し
、

選
手
同
士
で
互
い
に
切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
が
必
要
で
は
と
感

じ
ま
す
。

令
和
四
年
度
国
保
組
合
予
算

確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
九
月
末
か
ら
約
一
か
月
半

か
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

要
請
先
は
「
厚
生
労
働
者
」

と
「
財
務
省
」
で
す
。

長
建
国
保
を
守
る
た
め
、
私

た
ち
建
設
技
能
者
に
建
設
国
保

が
欠
か
せ
な
い
制
度
で
あ
る
事

を
訴
え
る
事
が
必
要
で
す
。
組

合
員
・
家
族
一
人
一
人
の
声
を

ハ
ガ
キ
で
直
接
訴
え
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
建
設
国
保
へ
の
補

助
金
の
現
行
水
準
の
確
保
に
向

け
て
「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
の

取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
取
り
組
み
詳
細
に

つ
い
て
は
各
支
部
よ
り
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
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長建国保健全運営のため
「ハガキ要請行動」に
ご協力お願いします。

令和3年度

要
求
実
現
に
向
け
数
は
力

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

《表1》【令和3年度の前期拡大目標と加入数】

前 期
目標残
4
6
達成
達成
12
6
達成
16
達成
達成
4
10
2
5
達成
2
62

6月～9月
の加入者
10
3
10
14
11
3
24
8
16
21
10
10
10
5
8
0
163

前 期
目 標
14
9
10
13
23
9
22
24
16
20
14
20
12
10
7
2
225

支部

中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
五 島
合 計

第37回
全建総連 青年技能競技大会
島根県松江市「くにびきメッセ」で開催

―北松支部・山下さん出場―

10

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
ハ
ガ
キ
要
請
に
取
り
組
も
う

令和4年度
国保組合 予算確保

の取り組み

グラフ1

グラフ2

▲完成に向け奮闘中

▲奨励賞受賞報告
（支部事務所）

▲島根県松江市「くにびきメッセ」会場

組織の2．5倍

毎月1回15日発行 2021年（令和3年）10月15日発行建 設 長 崎第676号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



申請は
インターネットで！
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詳細型でのCCUS技能者登録申請をおこなった組合員を対象に、
申請料を全額補助する期間限定『登録推進キャンペーン』を実施し
ます。

対象期間 令和3年10月～12月末
対 象 上記期間内に詳細型でのCCUS

技能者登録申請をおこなった組合員
申請方法 各支部窓口で「補助申請書」を記入し、必要書類を添付

のうえ申請
必要書類 詳細型での登録申請が確認できる書類（次のいずれか）

①払込受領書《受領印が10／1～12／31の期間であるこ
と》
②支払完了画面の写し

補助金額 1人当たり 4，900円
（※60歳以上のインターネット申請の場合は4，400円）

※令和3年10月以前に技能者登録をされた方は本キャンペーン対象
外。
※簡略型及び上記期間外に詳細型で技能者登録された方は、2，000
円を補助。
※10月より「技能者登録カードの写し」は、登録完了後にカードが
発行され次第、支部窓口へご提出いただきます。

「簡略型」の登録項目について
⬇

簡略型の登録項目は、技能者の個人情報、所属事業者、社
会保険等の加入状況など次の7種類の項目を登録します。

主な添付書類等
顔写真
運転免許等

CCUSカード送付先（現住所と違う場合のみ入力）
緊急連絡先住所（現住所と違う場合のみ入力）

所属事業者（基本情報は事業者登録情報から参照、
メールアドレス、雇用形態を入力）

健康保険被保険者証
標準報酬月額決定通知書
雇用保険被保険者証
建設業退職金共済手帳
中小企業退職金共済手帳

入力項目
技能者氏名
生年月日
性別
血液型
国籍（外国籍の方のみ）
現住所
電話・FAX番号（いずれか）
メールアドレス

緊急連絡先電話番号
緊急連絡先氏名

職種選択
過去の経験（自由記述）
健康保険（※）
年金保険（※）
雇用保険（※）
被共済者番号（※）
（※）

必須
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

項目

本人情報

所属先事
業者情報
職種
経験等

社会保険

建退共
中退共

1

2

3
4

5

6
7

「詳細型」の登録項目について
⇩

詳細型の登録では、簡略型の登録項目（項目1～7）
に加えて、技能者の労災保険、健康診断、保有資格
等など次の7種類（項目8～14）の項目を登録しま
す。

主な添付書類等

確認書類

卒業証明書

講習修了証等
受講履歴確認書類
表彰確認書類

（※）加入の有無についての選択及び加入している場合の必要項目の
入力が必要

※「簡略型」で登録（2，500円）し、カード発行後に「詳
細型」に変更する場合は、詳細型登録時に別途2，400円
が必要となります。

入力項目
労災保険整理
番号（※）
健康診断種別
コード
学校名
資格名選択
資格名選択
研修名
表彰名

必須

○

項目

労災保険特別加入

健康診断

学歴
登録基幹技能者資格
保有資格等
研修等受講履歴
表彰履歴

8

9

10
11
12
13
14

2段階登録申請について
2段階登録申請とは、技能者登録において技能者の本人情報等の基本情報の登録のみでカードが発行され
る「簡略型登録」と建設技能者の能力評価制度（レベル判定）の申請等に必要な保有資格情報等を登録す
る「詳細型登録」のどちらかを選んで登録する方式となります。

⑵詳細型：登録料4，900円
「簡略型」の本人情報等に加え、保有資格、健康診断
等の情報を登録

⑴簡略型：登録料2，500円
技能者の本人情報等を登録

インターネット申請の流れ 技能者カードを申請したあとは
「登録補助申請」も忘れずに！

今ならキャンペーン期間中につき
申請料金が全額返ってきます！！！

カード見本（表面）
・ICカードには、ICチップが内蔵さ
れています（非接触型の ICカード）。
・ICチップには、データとして技能
者 IDを記憶させています。
・ICチップ内のデータは暗号化等の
セキュリティ対策が施されています。

技能者登録のご案内
（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第676号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）10月15日発行
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詳細は各支部にお問い合わせください。

資格取得で
報奨金が
もらえます。
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講習会のご案内
※講習会はコロナウイルス感染拡大
防止対策を講じながら実施します。
今後の感染状況を注視しながら、
国・自治体の対処方針に従い対応
（開催の有無）していきます。

受講料
8，000円

（組合員には2，000円の
助成あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和3年11月13日㈯～14日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎
地区

������������
����������������

受講料

2，000円

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和3年12月5日㈰、12日㈰
午前9時00分～午後4時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎

足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者
講
習
会

開
催
し
ま
し
た

令
和
三
年
九
月
二
十
五
日
と

二
十
六
日
の
二
日
間
に
渡
り
組

合
本
部
に
て
「
足
場
の
組
立
等

作
業
主
任
者
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
組
合
機
関
紙
や
各

支
部
に
て
募
集
を
行
い
受
験
資

格
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
実
務

経
験
が
現
在
の
「
三
年
以
上
」

か
ら
「
足
場
の
組
立
等
特
別
教

育
を
受
験
後
三
年
以
上
」
へ
変

更
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
今
回
十
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

講
習
会
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
受
講
者

の
方
に
は
二
日
間
に
渡
り
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

足
場
作
業
主
任
者
は
労
働
安

全
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
た
国
家

資
格
で
あ
り
、似
た
名
前
で「
足

場
の
組
立
等
特
別
教
育
」
が
あ

り
ま
す
。「
足
場
の
組
立
等
特

別
教
育
」（
十
八
歳
以
上
受
講

可
）
は
作
業
に
直
接
従
事
す
る

方
が
対
象
と
な
り
「
足
場
の
組

立
等
作
業
主
任
者
講
習
」（
基

本
二
十
一
歳
以
上
受
講
可
）
は

作
業
者
の
指
示
を
行
う
方
が
対

象
と
な
る
た
め
講
習
の
内
容
も

異
な
り
ま
す
。

受
験
資
格
が
あ
る
た
め
、
ど

な
た
で
も
講
習
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
作
業
主
任

者
と
し
て
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
特
別
教
育
で
は
な
く
作
業
主

任
者
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
組
合
で
は
各
種
講
習

を
開
催
予
定
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご

活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

●
建
設
技
術
専
門
学
院
●

二
級
建
築
施
工
管
理
技
士

対
策
講
座
開
講
中

学
院
で
は
八
月
上
旬
か
ら
十

一
月
上
旬
に
か
け
て
二
級
建
築

施
工
管
理
技
士
対
策
講
座
を
開

講
中
で
す
。
皆
さ
ん
お
仕
事
終

わ
り
の
疲
労
が
残
る
中
、
合
格

に
向
け
て
夜
遅
く
ま
で
講
習
を

真
剣
に
受
け
て
い
ま
す
。
全
三

十
三
回
の
講
座
も
折
り
返
し
を

迎
え
残
り
僅
か
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

十
一
月
十
四
日
ま
で
対
策
講

座
の
実
地
指
導
や
模
擬
試
験
等

を
有
効
に
活
用
し
て
、
本
試
験

に
は
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
対
策
講
座
を
受
講

す
る
中
で
切
磋
琢
磨
し
合
え
る

仲
間
と
の
経
験
は
今
後
に
活
か

せ
る
と
思
い
ま
す
。
受
講
者
皆

様
が
素
晴
ら
し
い
結
果
を
掴
め

る
事
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

全全建建総総連連技技能能者者育育成成基基金金制制度度
全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、

技能者育成を支援することを目的に技能者育成基金制度を
創設。2018年4月から資格取得による報奨金制度を実施。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ2千～
1万円を全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の方々
へ支給されます（対象資格は下記を参照）。

◎申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・2018年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。

■対象資格 下線部の資格は2021年4月1日以降取得分より新たに追加。

区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級技能
士（※1）、一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、第二
種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者（全職種）

区分2：5，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（32職種）、二級施工管理技士、第二種電気工
事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担当者、職業訓練指導員免許（36科）
測量士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改修施工監理技術者、道路標識点検診断
士、発破技士、火薬類取扱保安責任者、消防設備点検資格者、海上起重作業管理技士、
基礎施工士、1級エクステリアプランナー、ジェットクラウド技士、第一種冷媒フロ
ン取扱技術者、運動施設施工技士、排水設備工事責任技術者、配水管工技能者、金属
屋根工事技士、認定ログビルダー、プレハブ建築マイスター

区分3：2，000円
作業主任者ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採
石のための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、鉛、四アル
キル鉛等、木材加工用機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠支保工の組立て等、足
場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物の組立て等、コンクリート造の
工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿

① 木造建築物の組立て等作業主任者講習会

【受験資格】満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う
屋根若しくは外壁下地の取り付け作業に3年以上従事した経験
を有する者

【定 員】30名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合があります）
【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）

②証明写真2枚（縦3．0cm×横2．4cm） ③運転免許証など本
人確認ができる証明書の写 ④受講料を持参し、各支部事務所
に提出。学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、提
出をお願いします。

【申込期限】令和3年11月4日㈭
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第
三者の証明が2名分必要になります。

【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL095‐861‐9261）
登録No．025‐3（木建）－有効2024年12月－

② 規矩術講習会
木造軸組工法を学ぶ機会が少ない若年技能者を対象に「規矩術講習会」

を開催します。

【対 象 者】青年層組合員（39歳以下）
【定 員】10名
【受付方法】受講料を持参の上、各支部窓口にて受付
【申込期限】令和3年11月22日㈪（定員になり次第締め切り）
【内 容】規矩術（基礎講座）
※持参するもの さしがね、筆記用具、大工道具
※出来るだけ2日間参加の事

毎月1回15日発行 2021年（令和3年）10月15日発行建 設 長 崎第676号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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重重
要要
！！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

脳ドックMRI と MRAの違いについて

（右）MRI 画像 （左）MRA画像

1．補助対象者

2．対象検査

3．検査費用

4．補助対象人員

5．実施期間

6．申請方法

7．支払方法

8．申請期限

健
康
保
険
適
用

除
外
事
業
所
へ
、

標
準
報
酬
決
定

通
知
書
提
出
の

お
願
い

常
備
薬
セ
ッ
ト
無
償
配
付

十
一
月
三
〇
日
で
終
了
！

長
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

証
の
更
新
に
合
わ
せ
て
、
本
年

四
月
よ
り
「
常
備
薬
（
感
染
対

策
用
）
セ
ッ
ト
」
を
所
属
支
部

の
窓
口
に
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

配
付
対
象
は
、
令
和
二
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
で
加
入
す
る

組
合
員
世
帯
で
、
令
和
三
年
三

月
に
被
保
険
者
証
の
郵
送
更
新

を
受
け
た
世
帯
が
対
象
で
す
。

ま
だ
、
お
受
け
取
り
い
た
だ
い

て
い
な
い
組
合
員
の
皆
様
に
は

所
属
の
支
部
事
務
所
ま
で
ご
来

所
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

尚
、
配
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
十
一
月
三
〇
日
を
も
ち
ま

し
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
ご
了
承
下
さ
る
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
令
和
三
年

三
月
よ
り
一
部
の
医
療
機
関
で

試
験
運
用
が
実
施
さ
れ
、
同
年

十
月
を
目
途
に
本
格
運
用
と
な

り
ま
し
た
。
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
に
は
、
ご
本
人
に

よ
る
事
前
申
込
（
専
用
サ
イ
ト

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
で
の
手

続
き
）
が
必
要
と
な
り
昨
年
よ

り
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
自
身
の
特

定
健
診
情
報
や
医
療
費
、
薬
剤

情
報
の
閲
覧
が
可
能
に
な
り
、

初
め
て
受
診
す
る
医
療
機
関
で

も
、
ご
自
身
の
医
療
情
報
を
共

有
で
き
る
た
め
適
切
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、「
コ
ン
ビ
ニ

で
の
住
民
票
等
の
取
得
」、「
本

人
確
認
や
身
分
証
明
書
に
な

る
」「e-T

ax

が
よ
り
便
利

に
」
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。厚

生
労
働
省
か
ら
も
皆
様
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

を
促
進
す
る
よ
う
要
請
が
き
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

ま
し
ょ
う
。

MRI とMRAは検査装置・方法は同じですが、撮影した画像の処理方

法が違い、描き出すものが異なります。

MRI が、脳の断面を詳細に写し出し、脳梗塞や動脈瘤、脳腫瘍等を検

出するのに対し、MRAは血管の状況を詳しく見るために用いられ、脳

動脈瘤や脳動脈閉鎖等を検出します。

医療機関によって金額が異なりますので、受診をご希望される医療機関

へ事前にお問合せ下さい。

佐世保中央病院で人間ドックを受診される方は、追加で脳ドックのお申

込が可能です（自己負担あり）お申込される際に組合窓口でお伝え下さ

い。

毎年4月1日現在で40歳以上の方
4月2日～翌年の3月31日までの期間に40歳に達した方につきまして
は、次年度以降の対象となります。

医療機関において実施するMRI・MRA検査（自費診療）が対象となります。

検査費用が15，000円以上である場合に限り、1回につき15，000円が補
助となります。
また、補助につきましては、2年に1回限りとなります。
（例）令和3年5月受診の場合⇒令和5年4月より再度補助対象となります）

新規事業につき初年度は補助対象人員を60名とし、人員に到達次第、
終了となります。
来年度からは、今後の補助状況等を踏まえ、所要の見直し等を行います。

令和3年4月1日受診分より

各所属事務所の窓口に脳ドック補助金申請書用紙がございますので、
領収書（原本）・印鑑をご持参の上、お手続きお願いいたします。
領収書（原本）は、受診者名、日付、医療機関名、金額、但し書きに
明記されているものに限ります。（レシート不可）

申請書受付月の翌月15日（土日祝日の場合は次の平日）にご指定の金
融機関に送金する予定です。尚、支給決定（振込）通知は行いません
ので、各自預金通帳にてご確認下さい。

補助申請の期限は、領収書発行日（受診日）より1年とします。

社
会
保
険
適
用
除
外
を
行
っ
て

い
る
各
事
業
所
が
四
月
〜
六
月
の

賃
金
報
告
を
提
出
し
た
後
、
年
金

事
務
所
よ
り
各
保
険
料
の
算
定
基

礎
と
な
る
「
標
準
報
酬
決
定
通
知

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
長
建
国

保
で
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
長
崎

県
の
指
導
に
よ
り
、
事
業
所
内
に

お
け
る
適
用
除
外
承
認
者
数
の
現

状
把
握
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

為
、
こ
の
「
標
準
報
酬
決
定
通
知

の
写
し
を
提
出
し
て
頂
く
こ
と
に

よ
り
各
事
業
所
に
従
事
し
て
い
る

従
業
員
名
を
把
握
し
、
資
格
取

得
・
喪
失
の
確
認
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
各
適
用
除
外
事
業
所
宛

に
別
途
記
載
（
※
1
）
の
書
類
を

郵
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
内
容

を
ご
確
認
の
上
、「FA

X

」
又
は

「
返
信
用
封
筒
」
で
長
建
国
保
宛

に
ご
返
送
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

※
1
【
同
封
し
て
い
る
書
類
】

各
事
業
所
に
八
月
三
十
一
日
に

郵
送
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

①
算
定
基
礎
届
に
伴
う
「
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
被
保
険
者
標
準
報

酬
月
額
決
定
通
知
書
」
写
し
の
送

付
依
頼
に
つ
い
て

②
標
準
報
酬
月
額
決
定
通
知
書
の

サ
ン
プ
ル

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
事
業

所
変
更
届

④
「
事
業
所
健
診
の
健
康
診
断
結

果
の
提
出
」
の
お
願
い
。

長
建
国
保
だ
よ
り

令和3年4月1日より脳ドック補助事業を実施しています。
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